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　伊賀市議会議長　様

　いる。この事を、議員も認識してほしい。

・伊賀市の中で、矢持は４番目に小さい自治協。今、地域格差、自治協格差が、

　出てきている。それぞれの自治協が育ってこないとやっていけない。

報 告 者

主 な 意 見
・

提 言 等

　平成２５年　７月２６日
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報　　告　　書
　平成２５年７月２５日（木）　　１９時３０分 ～ ２１時００分

　矢持住民自治協議会

　矢持地区市民センター

　近森正利、赤堀久実、森川　徹、森　正敏　　　　

　近森正利

　赤堀久実

　森　正敏

名

・平成24年度に「腰山バイパス」建設の要望書を提出したが、行政側の返答は

　「現時点で難しい」とのことだった。青山町時代から進めていた事業で、霧

　生を先にやってから「腰山バイパス」をやると言う話だった。住民は待って

・自治協が中心となって、市民の窓口としてやっていかないといけない。

・自治センター化の話が上がっているが、「地域の事は地域でする」と言うの

　は良いが、放っておいては育っていかない。議会としても、人的、予算的な

　ことを考えて支援をお願いをしたい。

・地域の近くに航空自衛隊の基地があるが、いつ中国や北朝鮮が攻めてくるか

　分からないので、霧生にシェルターを設置してほしい。（市に要望書提出済）

・

・

　　　　議会報告会実施要綱第１０条第１項の規定により提出します。

　　　　平成２５年度議会報告会１班

　　　　　　代表者　　近森　正利（代理）



開 催 日 時 議会報告会１班

自治協議会名

　　　　報　　告　　書（別紙）
平成２５年７月２５日（木）

　矢持住民自治協議会

庁舎整備
について

主な意見
・

提言等

・市が合併して８年が経ち、やっと安定しここまで来たのに、それをすべて

　見直しと言うのはおかしい。

・議会の庁舎整備特別委員会は、何のために何を目的として設置したのか。

・議会でも合意をしたので、行政は継続すべきではないか。改めてアンケー

　トをとるのは、市民を混乱させるだけではないか。

・市長は、すべてにおいてファジーで、何の結論も出せていない。

・期限を切って取り組んでいるのか。結論を早く出さないといけない。停滞

　させるのは良くない。議会も一枚岩となって結論を出すようにしてほしい。

医療の充実
について

主な意見
・

提言等

・救急車が来てから、病院に搬送されるまで、長い間停車している。現場に

　着くまでに、搬送先の確認は出来ないのか。改善してほしい。

・それぞれの病院にどういうドクターがいるのか（当日のシフト）をＩＴで

　で管理することは出来ないのか。

・伊賀地域に大きな病院が３つあるが、役割分担などこれからどうして行く

　のか。早く結論を出せるように、議会としての意見を持ってもらいたい。

・伊賀地域には、なぜ県立病院が無いのか。つくってほしい。

・

観光の推進
について

主な意見
・

提言等

・伊賀市として、何をアピールしていくのか。タレント市長のようなトップ

　セールスばかり言うのではなく、焦点を決めて進めてほしい。

・第一に観光と言うが、他に課題が沢山あるから、先に他の事をしてほしい。

・合併してからのほうが、上野の中心部との距離を感じるように思う。

・観光は、自動車産業よりも、大きな経済効果がある。

・観光で、伊賀市にどれだけの経済効果があるのか。データ化された統計資

　料などはあるのか。

・


